
図表　主な懇談相手
市場関係者、企業、投資家

ロンドン証券取引所（コッター上級代表）

Shell（マッケンジー取締役会長）

BP（ルーニー CEO）

Lloyd’s（クレメント サステナビリティ・ディレクター）

リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・マネー
ジメント（LGIM）（モリセンESGアドバイザリー、ゴッド
フリー政策アドバイザー）

シンクタンク、規制当局、国際的イニシアティブ

Green Finance Institute（ホームズ エグゼクティブ・ディ
レクター）

FRC（財務報告評議会）（ヤン・デュ・プレシス議長）

FCA（金融行為規制機構）ロウESGマネジャー

30％ Club（ソービア共同議長）

ICGN（ダラス政策ディレクター）

大学、ベンチャーキャピタル

オックスフォード大学（プラウト副学長、グラント副学長）

オックスフォード・サイエンス・エンタープライズ（OSE）
（テイラー ディレクター、ドルマンディ CEO）

日
ひびの
比野隆

たかし
司

審議員会副議長/金融・
資本市場委員長
大和証券グループ本社会長

に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
３
年
ぶ
り
に
再
開
し
、
11

月
１
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
私
が
団
長
を
務
め
、

共
同
団
長
の
出
雲
充
副
議
長
、
次
原
悦
子
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
委
員
長
は
じ
め
各
社
役
員
の
参
加
を
得

て
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。

金
融
・
資
本
市
場
が
未
来
社
会
の 

創
造
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を 

再
認
識

　

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
訪
問
先
と
の
意
見
交
換

　

経
団
連
の
金
融
・
資
本
市
場
委
員

会
で
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資

本
主
義
」の
実
現
の
た
め
に
は
、企
業

の
付
加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
へ
の
十
分
な
資
金

供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
企
業
と
投
資
家
の
建
設
的
な

対
話
の
深
化
に
向
け
て
、
内
外
の
投

資
家
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
の
実
施
な

ど
、
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

内
外
の
投
資
家
か
ら
我
が
国
の
金

融
・
資
本
市
場
へ
の
投
資
を
促
進
し
、
よ
り
円
滑
な

資
金
調
達
の
環
境
整
備
を
す
る
た
め
に
は
、
持
続
的

な
成
長
に
資
す
る
我
が
国
企
業
の
取
り
組
み
と
そ
の

成
果
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
欧
州
を
は
じ
め
世
界
的
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
急

拡
大
す
る
中
、
企
業
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関

連
の
法
規
制
に
対
応
し
つ
つ
、
持
続
的
な
成
長
に
向

け
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
０
１
９
年
を
最
後

に
中
断
し
て
い
た
企
業
と
投
資
家
と
の
対
話
の
深
化

「�企業と投資家との対話の深化に�
向けた英国ミッション」を派遣

報
告
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LGIMオフィスで経団連の取り組みを説明する日比野委員長

LGIMオフィスでの集合写真

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
情
報
開
示
、

投
資
家
と
の
建
設
的
対
話
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
、
好
意
的
な
評
価
を
得
た
。

⑴�

Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

英
国
の
考
え
方

　

気
候
変
動
に
関
し
て
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
る

Shell

や
Ｂ
Ｐ
の
経
営
層
と
意
見
交
換
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

を
通
じ
て
、
金
融
・
資
本
市
場
が
、
社
会
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
大
学
等
と
有
機
的
に
結
合
す
る
こ
と
で
、
未
来

社
会
の
創
造
に
向
け
た
好
循
環
を
生
み
出
し
つ
つ
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
金

融
・
資
本
市
場
が
経
済
社
会
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
果
た
す
力
の
強
さ
や
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
懇
談
に
お

い
て
も
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
コ
ー
ポ
レ
ー

や
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
に
振
り
回

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
経
営
者
は
常
に
株
主
価
値
の
創

造
に
資
す
る
経
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
現
在
だ
け
で
な
く
未
来
の
株
主
・
投
資
家
へ

の
価
値
創
造
を
同
時
に
考
え
る
べ
き
と
の
認
識
を
伺

っ
た
。
英
国
を
代
表
す
る
企
業
経
営
者
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を

あ
く
ま
で
も
株
主
価
値
を
最
大
化
す
る
手
段
の
１
つ

と
捉
え
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
自
ら
の
定
義
で
考
え
、

経
営
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
深
か
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ
Ｎ（International�Corporate�

Governance�N
etw
ork

）の
ダ
ラ
ス
政
策
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
は
、「
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
が
企
業
成
長
に
寄
与
し
た
の
か
に
つ

い
て
、
学
術
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
経
営
に
お
け
る
議
論
の
深

み
が
増
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
が
前
向

き
な
結
果
に
つ
な
が
る
と
の
手
ご
た
え
は
得
て
い

る
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。加
え
て
、英
国
で
は
、良

い
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
企
業
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ

と
で
、
結
果
と
し
て
企
業
価
値
の
向
上
に
資
す
る
と

い
う
投
資
家
と
企
業
の
合
意
の
も
と
に
策
定
さ
れ
た

と
い
う
説
明
が
あ
り
、
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
導

入
さ
れ
た
我
が
国
と
の
捉
え
方
の
違
い
を
確
認
し
た
。
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⑵�

国
際
的
な
情
報
開
示
基
準
と
の
協
調
を
図
る
こ
と

の
重
要
性

　

Ｆ
Ｒ
Ｃ（
財
務
報
告
評
議
会
）か
ら
は
「
英
国
で
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
）

の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

の
策
定
機
関
と
も
協
力
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
基

準
に
基
づ
き
開
示
さ
れ
る
情
報
は
、
投
資
家
に
と
っ

て
必
要
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
Ｃ

Ａ（
金
融
行
為
規
制
機
構
）か
ら
も
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
気

候
変
動
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）や

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
沿
っ
た
情
報
開
示
が
重
要
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
ほ
か
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
や
格
付
け
に
つ
い

て
は
日
本
の
金
融
庁
と
も
行
動
規
範
の
開
発
を
協
力

し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
証
券
取
引
所
と
も
連
携
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
す
る
企
業
が
幅
広
い

投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
る
に
は
国
際
的
な
情
報
開

示
基
準
と
の
協
調
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て

認
識
し
た
。
今
後
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
な
ど
に
関
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
と

東
京
証
券
取
引
所
と
の
間
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑶�

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
強
力
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

エ
コ
シ
ス
テ
ム

　

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
研
究
機
関
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル（
Ｖ

Ｃ
）と
も
意
見
交
換
し
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
は
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
と
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
部
門
等
と
協
力
し
、

研
究
成
果
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
や
事
業
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
も
出
資
し
て
設
立
さ
れ

た
投
資
会
社
で
あ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
サ
イ
エ

ン
ス
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
Ｏ
Ｓ
Ｅ
）は
、
同
大
学

か
ら
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
80
社
に
５
億
ポ
ン
ド
を
投
資

し
て
き
た
。
政
府
予
算
や
財
団
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、

年
金
と
い
っ
た
長
期
性
資
金
が
大
学
の
基
礎
研
究
を

支
え
て
い
る
こ
と
や
、
大
学
の
同
窓
生
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
う
ま
く
活
用
し
て
研
究
成
果
を
事
業
化
す

る
こ
と
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

刺
激
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
、
や

が
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
を
持
つ
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
企
業
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
重
要
か

を
再
認
識
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
を
踏
ま
え
た
、 

経
団
連
の
今
後
の
取
り
組
み

　

今
回
の
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
金
融
・
資
本
市
場

が
社
会
で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
と
な
っ
た
。
英
国
で
は
、
２
０
２
２
年
10
月

に
ト
ラ
ス
首
相
が
市
場
の
信
認
を
失
っ
た
こ
と
が
引

き
金
と
な
っ
て
退
陣
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

金
融
・
資
本
市
場
の
監
視
機
能
が
強
力
か
つ
有
効
に

働
き
、
経
済
社
会
の
活
性
化
や
新
陳
代
謝
を
促
す
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。

　

金
融
・
資
本
市
場
委
員
会
で
は
、
企
業
の
持
続
的

な
成
長
と
金
融
・
資
本
市
場
の
よ
り
一
層
の
発
展
に

向
け
て
、
国
際
的
な
情
報
開
示
基
準
と
も
協
調
を
図

り
な
が
ら
、
我
が
国
企
業
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
投
資
家
と
の
建
設
的
な
対

話
の
さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
も
海
外
の
投
資
家
を
は
じ
め
と
し
た

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
意
見
交
換
を
行
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
対
話
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
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